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4．　Diabetic　Truncal　Neuropathyの一例
（内科学第5）桂　善也、則武昌之、越川　聡、嘉納峰子、
三上　竜、松岡　健
症例　50歳、男性。約6年の糖尿病歴を有し、経口血糖降
下剤療法をうけていた。突然の右体幹部及び右下腿外側部
痛が出現するも疹痛継続のまま約8ヶ月間近医にて放置さ
れていた。糖尿病性網膜症治療のため本院眼科受診し、内
科紹介入院となった。右体幹部及び右下腿外側部痛は継続
しており又右体幹部には知覚異常も認められた。経過・現
症よりDiabetic　truncal　neuropathyと診断し高圧酸素療
法を開始した。治療開始1週目で疹痛の軽減傾向が現われ、
3週間後には疹痛はほぼ消失した。同様に知覚異常にも顕
著な効果が認められた。本症例は高圧酸素療法が著効を示
したDiabetic　truncal　neuropathyの1例であり、糖尿病
性単一神経障害の発症の機序を考える上でも興味深い症例
と考え、若干の文献的考察も加え報告する。
　　6．　カルベジロールの血清脂質及び動脈硬化に対す
る影響
（内科三戸3）佐藤潤一、稲村恒明、西村晴美、金沢真雄、
能登谷洋子、林　徹、伊藤久雄、野本さい子
（生理学第2）会沢勝夫
カルベジロールは降圧剤として使用されているが、抗酸化
作用も有すると言われている。我々は高コレステロールウ
サギに同門を投与し、血清脂質、動脈硬化に対する影響を
検討した。
（方法）JWウサギに0．5％コレステロール含有餌又は0．5
％コレステロール及び0．1％カルベジロール含有餌を10週
間給餌した。
（結果）10週間後血清脂質はT－CHO、　HDL－C、　LDL－Cとも両群
に有意差は認あられなかった。胸部下行大動脈を摘出し、
動脈内一側の脂質沈着状態を観察したが、カルベジロール
投与群では脂質沈着病変面積率が低下していた。また顕微
フーリエ変換赤外分光法（FT－IR法）にて動脈壁中のコレス
テロールエステル（CE）量を測定したが、カルベジロール
投与群ではCE量の低下が認められた。
（まとめ）カルベジロールは動脈一中のフリーラジカルの除
去作用により抗動脈硬化作用を発現する可能性が示唆され
た。
5．　著明なインスリン抗体を呈したIDDMの一例
（内科学第5）則武昌之、桂　善也、岸　厚次、渡部俊也、
白石貴久、根元洋子、松岡　健
症例　85歳、女性。15年前からInsulin療法開始。　HbA、c
は12％台で、朝1回の中間型Insulin投与（20U）にて深夜
には低血糖頻発のたあ入院。内分泌学的検討からはIDDMと
考えられ、著明なInsulin抗体が血糖不安定性の原因と考
えられた。本症例においては外因性lnsulinのみが抗体と
結合・解離することによって血糖値を決定しているものと
考えられ、興味深い症例と考えられた。本症例の病態に関
して若干の検討を加え報告する。
　　7．　カテコールアミンが高値を示した老年者Melano－
tic　Schwannomaの1例
（老年病学）田平　櫻、杉山　壮、岡田豊博、岩本俊彦、
高崎　優
（外科学第1）斎藤　誠、輿石晴也、渋谷　洋、加藤治文
（病理学第2）海老原善郎
症例は73歳、女性。不整脈、高血圧、喘息にて外来；通院し
ていた。胸部写真にて右肺尖内側部に腫瘤陰影を認あた。
胸部CTスキャンを行い、右肋骨に接する内部に低吸収域
を示す上縦隔腫瘍（19×23mm径の類円形）と診断された。病
理組織検査ではmelanin　substanceが目立っ嚢胞変性を伴
うAntoni　B　typeのschwannomaと診断された。また二次性
高血圧が疑われたため、術前に尿カテコールアミンを測定
した。総カテコールアミン184μg／day、ドーパミン1134．　6
μg／day、ノルアドレナリン169．7μg／dayと高かったが、
アドレナリン14コ口／dayと正常であった。術後に再度測定
し、その結果、総カテコールアミン127．8μg／day、ドーパ
　ミン388．6μg／day、ノルアドレナリン117．9μg／day、アド
レナリン9．9μg／dayと正常になった。以上により、本腫瘍
はメラニン産生能をもつ交感神経由来の神経鞘腫（Melano－
tic　schwannoma）であると考えられた。なお腫瘍摘出後、
高血圧は軽減し喘息発作は改善した。
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